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7.による人苔の中高症害を考庖した適切な消火方法を

核肘しあわせてガスの波量圧力総射閉およびガ

スの骨布状置などを澗定 0.これからのガス火虫およ

びガメilfl洩事故対置の賢料とする

培 完売

買京都練馬区笹原町 2-1387 

東京ガy、昨式会社粧品藍IH荷脚内

日時

昭和37年10月118 A.M. 9加

霊験怠加団体

東京ガ7.桂式会社

重職項目および測定項目

克象状況

燃暁状配

澗火万世

鎮火状配

情火所要時間

前火7i'I 樹止賢器材

開火後の掴抗状配

流量

ガパナー開庄

がス温度

噴出口間近ガス圧力

ふ〈射掛

があ量度の骨布

表面直置

曹火状況

昨嗣

第一研究室

単独柑告書じてお1告保管してあるため省略す

るー

. .川.".一 川l剛州自 阿川伸 ー 叫帥 向 日川.".白 川 h 戸 i酬仲田 .."仙.-

編 集

当研究所設立以来， 約 2年半の研究結果をまと

め，所報 1号として. 19項目の発表を行なう予

定であったが，告種の事情により s 今回は12項

目に縮少ぜざるを得なかった しか1..，割愛 L

たものについては， 順位，号を追って発表した
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後 言己

いと考えているので，御了承いただきたい な

お，編集の不手際から発行がお〈れ， また，図

面， グラフ等昆に〈い占も多々あろうと思われ

るが，御判読車買いたい
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